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1．はじめに

　昨秋打上 げら れ た ひ まわ り8 号、2016 年度に打上 げ

が予定 されて い る ひ まわ り9 号で は、極軌道衛星や ラ

イ ダーな どエ
ー

ロ ゾル の リモ
ートセ ン シ ン グに 使 わ れ

て き た可視域 で の 観測 バ ン ド（460nm と 510nm ｝が 追

加された。こ れ は、エ
ー

ロ ゾル 光学的厚さ や オ ン グス

トロ ーム 指数 とい っ たエ ーV ゾル に 関す る光学 パ ラ メ

ー
タの 観測 が、広 い 視野 か ら高時空間分解能で 可能 に

な る こ とを意味 し、黄砂や森林火災 に よ る ス モ
ー

ク、

大陸起源の 大気汚染物質の 越境大気汚染な ど、東ア ジ

ア 域 の 大気環境 の 監視 ・理解 ・予測 に 大 きく貢献す る

こ とが 期待され る。こ こ で は、ひ ま わ り8 号や 他の 衛

星観測、数値 モ デル （エ
ー

ロ ゾル 輸送 モ デル ）お よびデ
ー

タ同化を組み合わ せ た エ ーロ ゾル統合プロ ダク トに つ

い て、その 計画 と概要を紹介す る。

2 ．エ ーロ ゾル リ トリーパ ル

　ひまわ り 8 号 で 観測 され た放射輝度か ら、放射伝

達 コ ードを用 い て エ ーロ ゾル 光学的厚 さお よびオ ン

グ ス トロ ーム 指数 の 導 出を 行 う。
こ こ で 開 発 した リ ト

リ
ーバ ル 手法 は、ひ まわ り 9 号 は もちろん 欧米 で 打上

げ が 予 定 さ れ て い る GOES −R や Meteosat 　 Third

Generationとい っ た 次世代静止衛星 の みな らず、日本

主 導 で 打 上 げが 進 め ら れ て い る 地 球 観測 衛 星

（GCOM −C や GOSAT −2）に も応用す る。そ れ ぞれ の 衛星
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か ら得 られ た 結果 は 相互 の 検証 だ けで は な く、新 し く

開発 す る マ ッ ピ ン グ手 法 で 格子 点上 に 配置す る こ と で

全球を広 くカ バ ーした  エ ーロ ゾル 衛星 プロ ダク トの

作製 を 目指 す。

3 ．エ
ーロ ゾル デ

ータ同化
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　 2 ．で作製 さ れ た   エ
ー

ロ ゾル衛星プロ ダク トを エ

ーロ ゾル 輸送 モ デル に 同化 し、  エ
ー

ロ ゾル 版再解析

と  エ
ー

ロ ゾル 同化予測の 二 っ を実行す る。図 1 に気

象研究所 で 開発 中の エ
ー

ロ ゾル 同化シ ス テ ム を用 い た

衛星データ 同化の実験例 を示す。2011 年 5 月 13 日に

発 生 した 大規模黄砂イ ベ ン トに 対 し、衛星 セ ン サ ー

MODIS で 観測 さ れ た エ ーロ ゾル 光学的厚 さを同化 し

た 結果、モ デル 予測 に 見 られ たダス トス トーム 中心 の

過小評価お よび南西方向 に伸 びた
“

尾
”

の部分 の 過大評

価 が 改善 され 、そ の 後の 予報で も改善が 持続 して い る

こ とが わ か る。 2 基 の 極軌道衛星 で 運用 さ れ て い る

MODIS か らは 1 日 に 2 回の観測 し か得 る こ とが で き

ない が 、ひ まわ り 8 号 の データ で は よ り広 い 範囲を よ

り高 い 頻度 で カ バ ー
で き、解析や予測 の 更な る精度の

向上が 期待で き る 。   、   、   で 得 られた 3 つ の プ ロ

ダ ク トは、「エ ーU ゾル 統合 プロ ダク ト」 と して集約 ・

整備し、 研究 コ ミュ ニ テ ィ
ー

を中心 に 広 く配布す る予

定で ある。

　発表で は 、 ひ まわ り8 号 の データを用 い た エ
ー

ロ ゾ

ル リ トリ
ーバ ル の 進捗状況や、衛星観測 を 用 い た エ ー

ロ ゾル デ
ー

タ同化 に つ い て 紹介す る予定 で ある。
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Figure　1．極軌道衛星 搭載セ ン サーMeDIS に よ っ て 観測 され た エ ーロ ゾル 光学 的 厚 さを用 い た 黄砂に 対す る 同化事例（同化 後 18 時間予

測）ea ｝観測 され た AOT 、　b）同化無 し予報、　 c）同化有 り予報、　d）同化 有 り無 しの 蓄 ダス トス トーム 中心 で の モ デ ル の 過 小評価、尾 の部

分 で の 過大評価が改善され 、18時 間予測後に も引き継が れ て い る こ とが わ か る 。
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